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[第6号発行にあたってj ・
本りーの中心miDは、 11学研究科と術銭に.

1対辿する6研究センターと研究フロジェク.

トの鮒介です 仰f究センターでは、得々の.

特色をllEiかした先端的研究が行われていま.

す また、本研究科では多くの研究フロジ.

ェクトか採択されています これらが大学.

院数行において頃喫な役割を県たしていま.

す 本けではその ・部を紺介いたしました .

なお、 r:学研究科に附するt，'j搬資料の人r・
先をm!・|誕致しました 御前IIJFさい . 
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包
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室
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学
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晦
工
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町
一
報
古

制
情
名

各種資料について

研究と設備

ー
関
連
研
究
セ
、

名
古
屋
大
学
工
学
研
究
科
の
「
流
動
型
大
学
院
シ
ス
テ
ム
」
は
領

域
専
攻
群
と
複
合
専
攻
群
か
ら
な

っ
て
い
ま
す
。
領
域
専
攻
群
は

従
来
の
伝
統
的
工
学
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
複
合
専
攻
群
は
新
た

な
工
学
分
野
の
研
究
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に

は
戦
略
的
研
究
を
行
う
た
め
の
組
織
と
し
て
い
く
つ
か
の
研
究
セ

ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
社
会
の
ニ

ー
ズ
か
ら
要
請
さ
れ

る
課
題
を
早
急
に
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

そ
の
よ
う
な
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
理
工
科
学
総
合
研
究
セ

ン

タ
ー
、
先
端
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー、

難
処
理
人
工
物
研
究
セ

ン
タ
ー
、
高
温
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
研
究
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

研
究
を
通
じ
て
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
芽
を
育
も
う
と

工
学
研
究
科
内
で
の
共
同
研
究
も
奨
励
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
研
究

の
場
と
し
て

V
B
L
(ベ
ン
チ
ャ
ー
-
ビ
ジ
ネ
ス

・
ラ
ボ
ラ
ト
リ

l
)

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
外
に
も
将
来
新
た
に
発
展
す
る

分
野
を
見
据
え
た
共
同
研
究
と
し
て
若
手
研
究
プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
工
学
研
究
科
の
教
官
が
代

表
者
と
な

っ
て
我
が
国
の
研
究
者
と
と
も
に
研
究
が
遂
行
さ
れ
て

い
る
ビ

ッ
グ
プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
工
学
研
究
科

の
大
学
院
生
は
、

研
究
セ
ン
タ
ー
の
謀
題
研
究
や
各
教
官
の
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
し

つ
つ
教
育
を
受
け
て
い
く
わ
け
で
す
。
大
学

院
教
育
に
は
創
造
性
能
力
の
開
発
を
め
ざ
し
て
高
度
総
合
工
学
創

造
実
験
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
多
彩
な
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

大
学
院
で
の
教
育
・
研
究
を
実
り
あ
る
も
の
と
す
る
に
は
、
学
部

で
の
し

っ
か
り
し
た
教
育
が
不
可
欠
で
す
。
学
部
四
年

一
貫
教
育

に
お
け
る
情
報
教
育
実
施
の
機
関
と
し
て
情
報
メ
デ

ィ
ア
教
育
セ

ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

日

v
Ewωω
ゐ
第
6
号
の
中
心
記
事
は
、
以
上
の
よ
う
な
研
究
セ
ン

タ
ー
と
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
紹
介
で
す
。

名古屋大学工学研究科流動型教育・研究システム I 

| 社会

タ
ー
の
紹
介
l

高温エネルギー
変換研究センター

情報メディア

教育センター
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理
工
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

本
セ
ン
タ
ー
は
、

工
学
と
理
学
あ
る
い
は
従
来
の
個
別
学
問
領
域
の
枠
を
越
え
て
、
時
代
に
即
し
た
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
創
設
さ

れ
た
。
こ
の
た
め
、
組
織
的
に
も
、
平
均

7
年
で
研
究
テ

l
マ
と
ス
タ
ッ
フ
を
交
代
さ
せ
る
、
従
来
の
専
門
領
域
の
枠
を
越
え
た
ス
タ
ッ
フ
に
よ

り
研
究
室
を
構
成
す
る
な
ど
の
新
し
い
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、

9
研
究
室
に
よ
り
以
下
の
よ
う
な
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

総
合
基
礎
材
料
科
学
リ
サ
ー
チ
グ
ル
ー
プ

廃
棄
物
・
環
境
問
題
を
考
慮
し
、
資
源
回

収
可
能
な
循
環
利
用
型
材
料
、
腐
食

・
分
解

に
よ
り
自
然
に
同
化
す
る
材
料
、
水
素
と
酸

素
か
ら
ク
リ
ー
ン
に
発
電
す
る
た
め
に
必
要

な
材
料
な
ど
を
開
発
す
る
た
め
の
研
究
を
行

っ
て

い
る
。
ま
た
、
原
子
レ
ベ
ル
で
材
料
の

微
細
檎
造
を
観
測
し
た
り
制
御
し
た
り
す
る

こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
機
能
を
持
つ
材
料
を

作
り
出
す
た
め
の
研
究
を
行
っ
て

い
る
。

総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
リ
サ
ー
チ
グ
ル
ー
プ

総
合
環
境
シ
ス
テ
ム
リ
サ
ー
チ
グ
ル
ー
プ

将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
期
待
さ
れ

る
放
射
性
廃
棄
物
を
出
さ
な
い
核
融
合
反
応

に
よ
る
発
電
を
実
現
す
る
た
め
の
研
究
、
太

陽
電
池
な
ど
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
な
発
電
シ
ス

テ
ム
に
関
す
る
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
生

み
出
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
良
く
変

換

・
貯
蔵
・
輸
送
す
る
シ
ス
テ
ム
や
こ
れ
ら

の
運
用
抜
術
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い

ヲ匂
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
・

省
資
源
型
の
社
会
を

構
築
す
る
た
め
、

利
用
後
の
物
質
や
廃
棄
物

を
効
率
的
に
選
別
・
解
体
・

分
離
し
、
再
利

用
、
再
資
源
化
す
る
た
め
の
技
術
の
開
発
や
、

交
通

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
社
会
基
盤
整
備
に

際
し
、
そ
の
計
画
か
ら
廃
棄
・
取
り
替
え
ま

で
の
聞
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
資
源
消
費
、
環
境

負
担
を
最
小
に
す
る
た
め
の
研
究
を
行

っ
て

い
る
。

図-3

図-2

っ

先
端
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー

先
端
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
大
学
が
企
業
等
外
部
と
の
共
同
研

究
を
推
進
す
る
拠
点
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
セ
ン
タ
ー
に
は
、

-
機
能
シ
ス
テ
ム
工
学
、

・
知
能
シ
ス
テ
ム
工
学
、

・
先
端
材
料
工
学
、

-
環
境
・
生
命
工
学

業

客員教授

共同研究員

や 研究

共同研究費

生

，肉、白
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新
学
閏
領
域
の
開
拓
・
社
会
と
の
連
携

学
内
の
他
組
織
の
研
究
者
や
学
外
の
研
究

者
に
呼
び
か
け
、
公
募
に
よ
り
学
際
的
な
共

同
研
究
を
組
織
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

従
来
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
し
い
学
問
領

域
の
開
拓
と
、
次
代
の
研
究
テ

l
マ
の
発
掘

を
め
ざ
し
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
と
の
連
携

の

一
環
と
し
て
、
寄
附
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
(
中
部
電
力
)
寄
附
研
究
部
門
を

設
置
し
、
民
聞
か
ら
起
用
さ
れ
た
客
員
教
授

の
も
と
、
時
代

・
社
会
の
要
請
に
応
え
た
研

究
に
機
動
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
公
開

の
見
学
会
、
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
に

よ
り
、
社
会
へ
の
情
報
発
信
に
努
め
て
い
る
。

図-1

微細構造制御により作成された量子ド

ットの原子間力顕微鏡による観測例

奨学寄付金

名古屋大学

先端技術共同研究センター

教官・技官

名古屋大学

官・令

の
4
分
野
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
教
授
が
配
置
さ
れ
、
教
授
は
共
同
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
産
学
共
同
研
究
を

進
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
企
業
の
研
究
メ
ン
バ

ー
を
客
員
教
授
と
し
て
迎

え
入
れ
、
多
面
的
か
つ
調
和
の
と
れ
た
共
同
研
究
を
推
進
す
る
体
制
を
と

っ
て
い
る
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
は
、
マ
イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
な
ど

の
先
端
設
備
を
持
ち
、
先
端
技
術
の
共
同
研
究
を
行
う
場
を
提
供
し
、

多

く
の
教
官
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
産
学
共

同
研
究
を
通
し
て
、
大
学
に
蓄
積
さ
れ
た
知
的
資
源
を
ベ

ー
ス
と
し
て
外

部
と
の
共
同
研
究
を
積
極
的
に
行
い
、
新
産
業
の
創
出
に
貢
献
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

現
在
遂
行
中
の
共
同
研
究
課
題
と
し
て
は
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
た

人
間
・
ロ
ボ
ッ
ト
共
生
に
関
す
る
研
究
」
や
「
次
世
代
多
層
配
線
用
薄
膜
材

料
と
急
速
加
熱
化
学
気
相
成
長
技
術
の
開
発
」
な
ど
多
数
の
も
の
が
あ
る
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
に
は

4
8
2
2m
の
ク
リ
ー
ン
ル
1
ム
が
あ
り
、
設
備

と
し
て
は
、
電
子
ビ

l
ム
露
光
装
置
、
イ
オ
ン
注
入
装
置
、

M
B
E
装
置
、

多
元
ス
バ
ッ
タ
装
置
、
走
査
型
ト
ン
ネ
ル
顕
微
鏡
、
振
動
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

l
、
脳
神
経
活
動
光
学
的
観
測
装
置
、
マ
イ
ク
ロ
自
律
ロ
ボ
ッ

ト
シ
ス
テ

ム
な
ど
多
数
の
も
の
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
共
同
研
究
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先
は
「
名
古
屋
大
学
工
学

研
究
科
経
理
諜
専
門
職
員
」

(
E
S
Naac・
2
5
・
問
自
己
紹
'話
。
，出
。
ω)

で
す
。

""'" 国教

技

費ワ旬

プも研

図-2

電力システムの高効率安定運用のため

の診断実験装置と劣化の3次元観測例

客員教授

共同研究員合研究費

図-3

燃焼灰中の環境汚染物質の分解を目的

とした振動流動層実験装置

国・公立研究所

名古屋産業科学研究所



難
処
理
人
工
物
研
究
セ
ン
タ
ー

V
B
L
 難

処
理
人
工
物
研
究
セ
ン
タ
ー
は
昨
年

4
月
に
創
設
さ
れ
、
科
学
技
術
の
発
展
に

よ

っ
て
生
み
出
さ
れ
る
高
機
能
材
料
な
ど

に
由
来
す
る
難
処
理
人
工
物
の
問
題
に
関

し
て
系
統
的
に
対
応
し
、
環
・
境
の
ゴ

1
ル

を
最
終
的
に
守
る
し
く
み
(
ゴ

l
ル
キ
l
ピ

ン
グ
技
術
)
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
「
再
資
源
化
お
よ
び
無
害
化
処
理
技
術
」

に
つ
い
て
の
研
究
を
中
心
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
研
究
策
定
、
実
施
は
セ
ン
タ
ー
内

の
み
に
留
ま
ら
ず
学
内
、
学
外
の
研
究
グ

ル
ー
プ
と
も
鋭
意
共
同
で
行
な
っ
て
い
る
。

各
研
究
グ
ル

ー
プ
は
図
に
示
さ
れ
る
よ

う
な
関
係
に
あ
り
、
縦
糸
と
な
る
「
大
量
」

「
複
合
」
「
安
定
」
の
各
グ
ル
ー
プ
を
「
解
析
」

「
管
理
」
の
グ
ル
ー
プ
が
横
糸
と
し
て
効
率

よ
く
全
体
が
機
能
す
る
よ
う
に
構
成
さ
れ

て
い
る
。

各
グ
ル
ー
プ
の
主
な
研
究
テ

l
マ
の

一

例
と
し
て
は

ω解
析
グ
ル
ー
プ
一
難
燃
性
プ
ラ
ス
チ
ッ

夕
、
環
境
ホ
ル
モ
ン
に
対
す
る
触
媒
の

研
究
、
等

ω複
合
グ
ル
ー
プ
一
有
害
元
素
含
有
廃
棄

物
の
再
資
源
化

・
無
害
化
、
金
属
系
廃

棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
開
発
、
等

ω安
定
グ
ル
ー
プ
一
機
能
性
有
機
物
質
の

無
害
化
処
理
、
焼
却
灰

・
残
濯
の
無
害

化
処
理
、
酸
性
ガ
ス
の
効
率
除
去
、

等

ω大
量
グ
ル
ー
プ
一
土
壌
・

地
下
水
中
に

拡
散
し
た
有
害
人
工
物
の
移
動
予
測
、

制
御
お
よ
び
無
害
化
技
術
の
確
立

難処理人工物研究センターの研究

ω管
理
グ
ル
ー
プ
一
廃
棄
物
処
理
費
用
の

負
担
分
担
に
関
す
る
問
題
の
検
討

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
セ
ン
タ
ー
は

学
内
で
の
共
同
研
究
を
積
極
的
に
進
め
る

た
め
、
学
内
共
同
研
究
規
定
を
設
け
、
現

在
、
設
備
の
貸
し
出
し
等
に
つ
い
て
の
準

備
を
進
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
各
グ
ル
ー

プ
と
も
実
際
の
立
場
に
立
っ
た
研
究
活
動

を
遂
行
す
る
た
め
に
、
民
間
と
の
共
同
研

究
を
積
極
的
に
進
め
る
よ
う
鋭
意
努
力
し

て
い
る
。

(
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
l
)

ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス

・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
|
(V
B
L
)
は、

産
業
の
芽
と
な
る
科
学
技
術
の
創
成
と
高
度
な
専
門
能
力
を

有
す
る
創
造
的
人
材
や
将
来
の
企
業
家
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
各
地
域
の
拠
点
と
な
る
べ
き
大
学
に
設
置
さ

れ
た
。
本
学
で
は
、
工
学
研
究
科
を
中
心
に
理
学
研
究
科
、

理
工
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
等
と
も
協
力
し
、
次
世
代
U

L
S
I
、
量
子
デ
e

パ
イ
ス
、
超
高
速
光
通
信
、
分
子
機
能
材

料
等
の
分
野
に
お
い
て
基
盤
技
術
と
な
る

「
高
次
機
能
ナ
ノ

プ
ロ
セ
ス
技
術
に
関
す
る
研
究
」
を
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に

取
り
あ
げ
て
研
究
を
行

っ
て

い
る
。
現
在
、
多
数
の
教
官
、

大
学
院
学
生
と
非
常
勤
研
究
員
叩
名
が
連
携
し
て
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
半
導
体
ナ
ノ

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
極
限
微
細
化
と
次
世
代
機
能
材
料
創

成
の
た
め
の
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
構
造
制
御
に
つ
い
て
、
電
子
線

ナ
ノ
プ
ロ
セ
ス
シ
ス
テ
ム
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
用
い
た
ナ
ノ
構
造
設
計
シ
ス
テ
ム
、
レ
ー
ザ
ー
光
を

活
用
し
た
電
子
励
起
エ
ピ
タ
キ
シ
!
装
置
や
表
面
評
価
分
光

装
置
等
の
高
度
先
端
設
備
を
利
用
し
て
独
創
的
か
つ
実
践
的

な
研
究
を
進
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
大
学
院
生
を
対
象
と
し
た
講
義
と
し
て

V
B
L

の
設
備
を
使
用
し
た
最
先
端
工
学
実
験
お
よ
び
特
論
が
開
講

さ
れ
、
最
先
端
科
学
に
関
す
る
創
造
性
育
成
教
育
を
行

っ
て

い
る
。
国
内
外
の
研
究
者
の
招
へ
い
、
若
手
研
究
者
の
派
遣

に
よ
る
研
究
交
流
も
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

談
話
室

各論的無害化・処理技術研究

灘処理複 合 人工物

無害化 ・処理研究グループ

M
m
S
4
d爪
代
、
川
宕
盗
懇

高
度
総
合
工
学
創
造
実
験
、

3
年
目
を
迎
え
て
盛
況

工
学
研
究
科
で
は
、
高
度
総
合
工
学
創
造
実
験
を
試
行
的
に

実
施
し
て

3
年
目
に
な
る
が
、

今
年
度
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
盛

況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。
こ
の
実
験
は
、
〈
生
木
の
第

一
戦
で
活

躍
中
の
研
究
者
に

D
P
(口
町

2
Zコ
∞
?
・

o
F印
印
。
吋
)
と
し

て
指
導
し
て
も
ら
い
、
実
社
会
で
の
謀
題

・
問
題
の
解
決
に
、

学
生
が
専
攻
を
越
え
て
チ
l
ム
を
組
ん
で
自
主
的
に
取
り
組
む

も
の
で
あ
る
。
長
期
分
散
型

(
4
月
か
ら

6
月
)
、
短
期
集
中

型

(
7
月、

9
月
の

2
回
)
計
3
回
の
コ

l
ス
を
実
施
し
て
、

6
名
の

D
P
に
よ
る
指
導
の
も
と
、
延
べ
凶
チ
l
ム
、
叩
名
の

受
講
生
と
mm
名
の
叶

2
5
5∞
〉
印
印
】
印

E
三

(
大
学
院
後
期
諜

程
の
学
生
)
が
参
加
し
た
。
異
分
野
の
学
生
と
の
交
わ
り
と
自

分
達
の
主
体
的

・
独
創
的
な
実
験
に
、
通
常
の
大
学
生
活
で
は

昧
わ
え
な
い
貴
重
な
体
験
を
し
た
と
好
評
で
あ

っ
た
。
こ
れ
か

ら
の
大
学
の
在
り
方
に
関
す
る
情
報
発
信
の
場
と
し
て
、
ま
た

大
学
と
社
会
と
の
有
機
的
繋
が
り
を
理
解
す
る
上
で
も
貴
重
な

試
み
で
あ
り
、
来
年
度
も
意
欲
あ
る
積
極
的
な
学
生
の
参
加
を

期
待
し
て
い
る
。



高
温
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
研
究
セ
ン
タ
ー

石
炭
、
石
油
、

天
然
ガ
ス
に
代
表
さ
れ
る
化
石
燃
料
の
燃

焼
に
よ
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
変
換

効
率
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

代
替
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
開
発
に
匹
敵
す
る
重
要
性
を
有
し、

二
酸
化
炭
素
な

ど
に
よ
る
地
球
温
暖
化
問
題
へ
も
寄
与
す
る
と
い
う
全
地
球

的
緊
急
課
題
で
あ
る
。
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
よ
う
な
背

景
に
鑑
み
、
以
下
の
よ
う
な
先
端
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
シ
ス
テ

ム
お
よ
び
関
連
技
術
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

ωケ
ミ
カ
ル
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
を
中
心
と
し
た
高
エ
ネ
ル
ギ

ー
変
換
効
率
3
段
複
合
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
シ
ス
テ
ム
、

ωレ
ー

ザ
ー
分
光
お
よ
び
分
光
カ

メ
ラ
に
よ
る
高
温
燃
焼
場
解
析
、

ω耐
酸
化
性
被
覆
を
施
し
た
炭
素
複
合
材
料
を
中
心
と
し
た

高
温
材
料
開
発
お
よ
び
耐
久
性
の
評
価
、

ω熱
循
環
型
バ
ー

ナ
ー
に
よ
る
環
境
低
負
荷
型
燃
焼
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
お
よ

び

ω窒
素
酸
化
物
お
よ
び
亜
酸
化
窒
素
の
計
測
技
術
お
よ

び
浄
化
シ
ス
テ
ム
。

情
報
メ
デ
ィ
ア
教
育
セ
ン
タ
ー

名
古
屋
大
学
情
報
メ
デ
ィ
ア
教
育
セ
ン
タ
ー

(の巾
己
貸
沙
門

古
甘
口

g
c
s
z
as
ω
E
&2
・
Q
Z
ω)は
、
情
報
メ
デ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
大
学
教
育
の
方
法
を
刷
新
す
る

こ
と
を
先
導
す
る
画
期
的
な
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
平
成
凶
年

4
月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
国
立
大
学
最
大
の
セ
ン
タ
ー
で

す
。
我
が
固
の
主
要
国
立
大
学
で
は
、
最
近
大
学
院
重
点
化

と
教
養
部
の
廃
止
に
よ
る
学
部
教
育
体
制
の
改
革
が

一
斉
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
戦
後
の
学
制
改
革
以
来
の

大
学
改
革
で
あ
り
、
我
が
国
の
到
達
し
て
い
る
国
際
的
先
導

国
の
位
置
を
さ
ら
に
質
的
に
発
展
さ
せ
る

一
連
の
準
備
の
一

の
よ
う
な
創
造
的
で
総
合
的
視
野
の
国
際
的
な
人
材
が、

新

し
い
産
業
を
創
成
し
社
会
の
健
全
で
豊
か
な
発
展
を
推
進
す

る
も
の
と
し
て
広
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は、

こ
の
よ
う
な
社
会
の
発
展
方
向
を
展
望

し、

名
古
屋
大
学
に
お
い
て
情
報
メ
デ
ィ
ア
教
育
を
充
実
さ

せ
、
同
時
に
学
部
や
大
学
院
の
専
門
教
育
の
高
度
な
情
報
化

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
ま

ず
東
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
約

一
0
0
0
台
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を

光
フ

ァ
イ
バ
ー
で
接
続
し
て
分
散
配
置
す
る
情
報
メ
デ
ィ
ア

教
育
シ
ス
テ
ム
を
平
成
日
年
2
月
ま
で
に
設
置
し
ま
す
。
こ

の
情
報
端
末
室
(
サ
テ
ラ
イ
ト
ラ
ボ
)
で
、
学
生
は
担
時
間
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
を
自
習
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

同
時
に
、
セ
ン
タ
ー
に
は
教
育
ソ
フ
ト
を
開
発
で
き
る
情

報
メ
デ
ィ
ア
ス
タ
ジ
オ
を
設
置
し
ま
す
。
ご
こ
で
、
授
業
を

魅
力
あ
る
も
の
に
す
る
授
業
ソ
フ
ト
が
開
発
さ
れ
、
ビ
デ
オ

オ
ン
デ
マ
ン
ド
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
の
利
用

と
と
も
に
、
活
気
あ
る
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い
く
も
の
と
期

待
さ
れ
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
専
任
ス
タ
ッ

フ
は
、

教
授
4
名、

助
教
授

4
名
、
助
手
4
名
、
技
官
3
名
で
、
そ
れ
ぞ
れ
国
際
的
に
大

き
な
活
躍
を
し
て
い
る
人
達
ば
か
り
で
、
セ
ン
タ
ー
は
大
変

活
気
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
平
成
日
年
4
月
か
ら
は
、
い
よ
い

よ
新
情
報
メ
デ
ィ
ア
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
新
し
い
授
業
が

一

斉
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
流
れ
と
整
合
し

て
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
教
育
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

1
9
9
5
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
激
な
普
及
も
契
機
と

な
っ
て
い
ま
す
。

別
世
紀
で
は
、
情
報
社
会
は
益
々
発
展
し
、
国
際
的
コ

ン

ピ
ュ

ー
タ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
(
情
報
メ
デ
ィ
ア
シ
ス

テ
ム
)
を
駆
使
し
て
、
国
際
的
に
強
い
人
脈
を
作
り
積
極
的

に
活
躍
す
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

科
学
技

術
を
自
然
環
境
と
の
調
和
を
重
視
し
て
総
合
的
に
発
展
さ
せ

る
広
い
視
野
の
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

高校訪問説明会
名古屋大学工学部では、平成10年度から先生方が

高校を訪問し、大学での教育 研究について紹介す

る高校訪問説明会を行っています。これは、自発的

に行われてきた説明会を工学部の行事として、支援

していこうというものです。現在までに20校で実施

され、 5校が順番待ちであります。高校生には極め

て好評です。これらはすべて献身的な御協力を賜っ

た先生方のおかげです。明和高校の女子高校生から

の感想の一部を、許しを得ましたので以下に掲載さ

せて頂きます。

「私自身は工学部では、機械系に興昧があるのです

が、久野先生本が前半にお話しになった地球環境問題

に関しては、普段から関心をもっていて、新聞等を

読んでいたので、とても興味深く聞きました。中学生までは、建築学科(今は違う名前ですが)に興昧を感じていたこ

ともあって、建物を建てるに当たっての色々主主省エネ方法をお話しになっていた時もおもしろくて、聞き入っていま

しました。

後半の学部説明なんですが、その学科に入試で受かったからといってコースまで決まら芯いと聞いたのは初めてで

ちょっとひ.っくりしてしまいました。ようするに、 一年生は今と同じくらい(いや今以上つ)に必死で上位の成績を取

らなければ、 2、3年次でやりたい勉強ができないということ。つらいです。

全体を通しての感想なんですが、また悩まされてしまったという感じです。夏休み頃から、少し工学への関心が薄

れてきていて、自分の中で"他にやりたいこと舗が出ているのですが、やっぱり永年憧れてきた工学だけあって、今回

の説明会で再び強く引かれてしまいました。J(本名大工学研究科-建築学専攻教授)

グ
二〉くこ

ど〉

高温高圧燃焼器



名古.文学工学研究伺三ユス

平成iJjJ年度大型研究経費一覧

研究代表者等 研究課題 年度 種別

計算理工 :金田行男教授 地球規模流動現象解明のための計算科学 9-13 82 

情報工学 .鳥脇純一郎教授 ナピゲーション診断の理論とアルゴリズムの基礎的研究 10-12 A 

電気工学 :菅井秀郎教侵 高性能ヒーム装置を用いる表面反応過程の研究 10-13 A 

量子工学:松井恒雄教侵 同位体効果を利用したエネルギー機能材料の創製 10-11 A 

材料工学 :高井 治 教l受 超硬質窒化炭素薄膜の合成とナノ トライボロジー 10-12 A 

情報工学 ・鳥脇純一郎教授 マルチモダル画像データベースからの画像処理を用いた知識発掘支援システムの開発 10-12 A 

生物機能 小林 猛教授 バイオターゲテイングのための生体分子デザイン 10-12 A 

平成10年度大型研究経費一覧

研究代表者等 研究課題 年 度 種別

応用物理八回一郎教授 生体機能の素過程としての脂質膜上における分子認識 7-10 A 

応用化学 :岡本佳男教授 高性能キラル分離剤の開発と分総機構の解明 8-10 A 

応用化学 :柘植 新教授 含ヘテロ原子有機高機能物質の創製と機能評価法の開発 8-12 82 

生物機能 ・山本 尚教j受 次世代精密分子制御法の開発 8-12 83 

応用物理坂田 誠教授 マキシマム エントロビーj去によるフラ レン化合物の精密構造解析 8-11 A 

電子工学:網島 滋 教綬 磁性超薄膜のスピン構造制御と高密度ストレージへの応用 8-10 A 

電子工学:網島 滋教授 導波路を用いた超高密度光磁気記録システムの試作 8-10 A 

後械情報:村上澄男教授 超塑性マイクロメカニックス 8-10 A 

| 結局材料安田幸夫教疫 次世代ULSI用超低抵抗コンタクト材料の開発 8-10 A 

結晶材料:安田幸夫教授 次世代ULSI用薄膜材料の開発とナノスケールプロセスインテグレーション 8-12 82 

量子工学 :後藤 俊夫教授 ラジカル制御を用いた表面反応過程及び薄膜形成に関する研究 8-10 A 

量子工学 :後藤 俊夫教授 半導体プロセス用プラズマ中の原子状ラジカル計測装置の開発 8-10 84 

量子工学 :一宮彪彦教授 表薗界面ー構造解析と制御 8-12 A 

マイクロ :生田幸土教授 人工細胞デバイスの開発 8-12 82 

物質制御 :野村浩康教授 反応場制御型ソノりアクターの開発 8-10 84 

物質化学:伊藤健児教授 錯体配位子場を利用する多成分 段階力ツプリングによる分子骨格の短工程情築 9-11 A 

物質化学:河本邦仁教授 ナノ領域化学反応による新しい材料デバイス構築法の開発 9-11 A 

分子化工:森 滋勝教授
中国南部における石炭工ネルギーを基軸とした環境共生型

9-13 82 
都市システム精築に関する技術開発研究

生物機能 .小林 猛教授 ガン識別機能を組み込んだ磁性微粒子によるガンの診断 治療統合システムの傍築 9-11 A 

生物機能:飯島信司教授 微生物が生産する機能性糖鎖の坑ガン剤、免疫調節剤への利用 9-10 A 

材料機能:竹田美和教授 表面及び界面1原子居の結晶構造解析とヘテロ成長制御 9-11 A 

原子核:井口哲夫教授 波長可変半導体レーザーを用いた共嶋アフレーションによる中性子線量評価法の開発 9-11 A 

機械工学 :菊山功嗣教授 回転局面上境界層のゲルトラ渦およびT-S波による不安定性に関する研究 9-10 A 

機械工学 :山口勝美教授 メタルジ工ツトによる3次元傾斜複合材芯らびに3次元構造体の製法 9-11 A 

機械情報森敏彦助教綬 プラネタリ コ二カル 口一りング加工の実用化 9-10 A 

土木工学 .田辺忠顕教授
コンクリー卜ひび割れ界面における化学ー物理吸着特性

9-10 A 
の解明と透水透気メカニズム

建築学久野覚教授 人間行動を考慮した環境低負荷型新都市エネルギーシステムに関する研究 9-11 A 

建築学谷川 恭雛教授 高速多軸繰返し応力をうけるコンクリ トの構成則および変形解析方法に関する研究 9-10 A 

結晶材料 .水谷宇一郎教綬 パルス磁場による高温超伝導体の磁化過程と超伝導バルク磁石の開発に関する研究 9-10 A 

結晶材料水谷宇一郎教短
大学院生交流による「放射光を利用した固体および表界面

8-10 D. 
における電子物性の解明と制御jに関する共同研究

工ネ理工高村秀一教侵 動的工ルゴティックダイパタ基礎研究 9-12 A 

墨子工学 :後藤俊夫教授 UHFプラズマを用いた次世代大口径機能性薄膜プロセスの開発 9-11 A 

量子工学 ・早川尚夫教授 障壁層制御による10K動作高集積ジョセフソン接合素子に関する研究 9-10 A 

計算理工 :土井 正男教授 高機能材料設計のプラットフォームの開発 10-13 A 

電気工学大熊 繁 教授 次世代CPLLのシステム構成に関する研究 9-11 C 

平成IIIJ年度大型設備

研究代表者等 研 究課題 年 度 種 別

電子工学 .津木宣彦教授 GaN系半導体電子構造による新規電子デバイスの創製 10 。
機械工学 :藤田秀臣 教授 エネルギー機器における複雑乱流の3次元構造および熱輸送構造の解明 10 。
i也圏環境 ・辻本哲郎 助教授 河川生息環境に関する河川水理学的研究 10 D 

結晶材料森田 健治教授 レーザー共鳴イオン表面反応解析装置 10 E 

情報工学 .水谷照吉教授 高機能性薄膜デバイス作成と特性評価実習システム 10 E 

量子工学:一宮彪彦教綬 ナノ構造制御解析実習システム 10 E 

量子工学 ・松井恒雄教綬 原子質量制御機能材料創製システム 10 E 

(種別繍の研究経費名内訳)
A 科学研究費補助金
B1 新エネルギ 産業妓術総合開発機構の研究開発事業
B2 日本学術娠興会の未来開拓学術研究推進事業
B3 新技術事業団の戦略的基礎研究推進事業
B4 中小企業事業団の中小企業創造基盤技術研究事業
B5 環境庁国立環境研究所の地球環境研究総合推進事業
C 民間等との共同研究
D 高度化推進特別経費
E その他の大型設備費

j 堕r.III三王?r-J Cld:一一一一一一一」
現代の工学、科学における問題は複雑かつ多様な側面を持っています。このよう

な問題には異なった分野の研究者がグル ブを組むことによって解決の糸口が得ら

れます。逆にグループを組む乙とで今までは問題にもできなかった事が研究課題と

なり、そこから新しい分野が開ける可能性があります。工学研究科では、将来の中

核的研究拠点の形成を目指そうとしている若手研究者グループの支援を行っていま

す。これが若手研究プロジェクトです。

工学研究科の若手教宮が代表者と芯り、数名の研究者によるグループを構成し、

このプロジェクトに応募します。その中から、平成8、9年度は各々 10件の、平成

10年度は5件の研究プロジェクトが採択されています。若手研究プロジェク卜の

成果は公開されており、研究プロジェクトのシンポジウムも2件予定されています。

報告書につきましては工学研究科 経理掛にお問い合わせ下さい。
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金
田
行
雄
計
算
理
工
学
専
攻
教
授

表
面
・
界
面
l
異
な
る
対
称
性
の
接
点
の
物
性

第

一
班
表
面
・
界
面
|
構
造
の
解
析
と
制
御

地
球
規
模
流
動
現
象
解
明
の
た
め
の
計
算
科
学

ー
数
理
・
物
理
モ
デ
ル
と
計
算
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
開
発
|

大
気
や
海
洋
の
運
動
に
代
表
さ
れ
る
、

地
球
規
模
の
流
体
現
象
で
は
ス
ケ
ー
ル

比
が

1
0
0
億
対
ー
に
も
達
す
る
異
な

っ
た
現
象
が
混
在
し
、
同
時
に
そ
れ
ら

が
複
雑
に
絡
ま
っ
た
運
動
を
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
最
高
性
能
の

計
算
機
を
も
っ
て
し
で
も
、
数
値
計
算

で
解
像
で
き
る
ス
ケ
ー
ル
比
は

3
次
元

の
場
合
高
々

5
0
0
対
l
程
度
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
地
球
規
模
の
流
動
現
象

の
解
明
の
た
め
に
は
、
必
然
的
に
効
率

的
計
算
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と
適
切
な
物

理
・
数
理
モ
デ
ル
と
を
開
発
す
る
必
要

が
あ
る
。

地球規模流動系の多階層性 i
(数値シミュレーション)

回転球面上の

.GaN系半導体量子構造と

新デバイスの創製:
電界放射形走査電子顕微鏡

窒化物半導体は青色領域の光デバイスに応用されている。この材

料は可視光領域で透明であり新しいホ トニクス素子への応用が期

侍される。また、負の電子親和力を有し真空マイクロ工レクト口

二クスへの応用、 さらには、堅牢で絶縁破凄電界が高いため高温

度などの過酷な条件下で機能する電子デバイスへの応用が期待さ

れている。我々 は、シリコン基盤上に単結晶六角錐量子ドット列

を作成することに成功しその微細化と応用研究を行っている。本

装置を用いるとナノメートルのサイズの構造物を簡便に観察する

ことができる。 漂木宣彦教授

1
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/
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ラ
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'
F

、

ミ
ク
ロ
ン
サ
イ
ズ
の
物
質
や
、
ナ
ノ
ス

ケ
ー
ル
の
微
細
構
造
を
持
つ
物
質
で
は
、

表
面
や
界
面
の
性
質
が
物
質
全
体
の
性

質
を
左
右
す
る
よ
う
に
な
る
。
表
面
や

界
面
は
異
な
る
物
質
の
接
点
で
あ
り
、

そ
の
た
め
特
有
な
構
造
・
性
質
が
現
れ

る
。
従
っ
て
表
面

・
界
面
構
造
の
制
御

に
よ
り
新
し
い
機
能
の
発
現
が
期
待
さ

れ
る
。

現
在
、
各
種
測
定
技
術

の
進
展
、
計
算
物
理
学
な

ど
の
理
論
手
法
の
発
展
に

伴
い
、
表
面

・
界
面
を
原

子
レ
ベ

ル
で
取
り
扱
う
こ

と
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
金
属
、
半
導

体
の
表
面

・
界
面
お
よ
び

超
伝
導
体
界
面
な
ど
の
構

造
制
御
と
そ
の
性
質
の
測

定
お
よ
び
理
論
計
算
に
よ

る
物
性
と
機
能
の
予
測
を

研
究
目
的
と
し
て
、
総
合

的
、
学
際
的
研
究
を
行
っ

て
い
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
東

工
大
八
木
克
道
教
授
を
総

括
代
表
者
と
す
る
も
の
で

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
、
球
面

上
の
流
れ
を
扱
う
新
し
い
計
算
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
の
開
発
、
物
理
・
数
理
モ
デ
ル

の
開
拓
お
よ
び
新
し
い
乱
流
理
論
の
展

開
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
球
規
模
流

動
現
象
解
明
の
た
め
の
新
し
い
計
算
科

学
的
方
法
を
築
き
あ
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、

地
球
温
暖
化
、
大
気
・

海
洋
汚
染
、
オ
ゾ
ン
ホ

l
ル
な
ど
の
環

境
問
題
等
、
社
会
的
に
も
重
要
な
問
題

が
取
り
扱
い
可
能
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

• • • • • • • • • • • • • • 

.プラズマ表面反応の解明:
ラジカルイオンビーム源と
表面分析装置

反応性ガスを電子ビームで分解してから1種

類のイオンのみを拍出 加速して照射するラ

ジカルイオン源と、複合照射用の中性ラジカ

ル源を装備している。さらに、これらの制御

されたビームがシリコン等の基板上で起こす

表面反応をinsituで調べるため、四重極質

量分析計、 FT-IR装置、XPS装置等も傭え

ている。本装置は、プラズマエッチングや

CVDの表面反応に関する新しい知見を提供

しつつあり、 未知の機構解明に威力を発揮す

ると期待される。 菅井秀郎教授

班
代
表
者

一
宮
彪
彦

量
子
工
学
専
攻
教
授

あ
る
。
我
々
の
グ
ル
ー
プ
で
は
半
導
体

や
金
属
の
表
面
構
造
を
原
子
レ
ベ
ル
で

制
御
し
つ
つ
、
表
面
構
造
や
そ
の
時
間

変
化
を
電
子
線
や

X
線
を
用
い
て
解
析

し
て
い
る
。
平
坦
性
と
結
晶
性
の
優
れ

た
表
面

・
界
面
を
持
つ
薄
膜
が
作
製
さ

れ
る
こ
と
は
、
応
用
的
立
場
か
ら
も
非

常
に
重
要
で
あ
る
。
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情報工学教室25周年

名古屋大学工学部情報工学教室発足

25周年を記念して、記念行事が平成

10年6月12日、ホテルルブラ王山にて

催された。記念講演会に引き続いて、

J¥ーティが開催され、たいへん盛会で

あった。また、同教室から冊子「名古屋

大学情報工学教室25年史Jが発刊され

ている。

写真は祝辞を述べる丸勢進名城大学常

勤理事(元名大工学部長)。

研
究
と
設
備

名古屋大学情報工学教室

創 立 25周年記念講演会・式典

13 
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各種資料について

工学研究科・工学部 各種資料・ホームページ

紙数の制限のためにPRESS-eで、は紹介で、きない工学研究科・ 工学部の概要や活動成果については、各種資料 ・パンフレ ッ卜が作

成 ・配布さ れています。そのうちの幾つかを以下に挙げます。ごれらの資料の中には、まだ残部があり入手可能なものがあります

ので、興味を持たれた方は直接下記担当掛までお問い合わせ下さ p (残部不足のため入手不可能な場合はご容赦くださ p)。

資 料 発 行 内 @、 問い合わせ先

「名古屋大学大学院工学研究科 ・名古屋 沿革、組織のほか、各種データによる工学研究科、 総務課庶務掛

大学工学部J
1998 

工学部の概要紹介(全25頁) (Te1: 052-789-3405) 

「名古屋大学 -流動型教育研究システムj
領域専攻1伴と線合専攻群からなる 「流動型大学院シ 総務謀庶務掛

「名古屋大学 ・流動型教育研究システ 1997 
ステム」と所属講座における研究テーマの紹介 (Te1: 052一789-3405)

ム・講座紹介」

資 料 発 行 内 官官内円 問い合わせ先

「名古屋大学大学院工学研究科教官研究 工学部・ 工学研究科および関連セ ンタ一所属教官の 総務詩~庶務掛

開国一覧」
1997 

研究誇~I超や最近の研究成果の紹介 (Tel: 052一789-3405)

「名古屋大学大学院工学研究科若手研究
1998 

若手研究者グループによる共同研究成果の報告、お 経理謀経理掛

プロジェクトグループ研究報告」 よぴ民間企業等との共同研究に関する説明 (Te1・052一789-3414)

資 料 発 行 内
e官h里、 問い合わせ先

「工学への道」
名古屋大学受験志願者と進路指導者を対象とした、 教務話~学生担当

1998 
工学部の紹介(平成11年度用) (Te1目 052-789-3599)

「工学研究科への道J
名古屋大学大学院進学希望者を対象とした、工学研 教務露~大学院担当

1998 
究科の紹介(平成11年度用) (Te1目 052一789-3976)

ロ 1Iet耳目田Ndgoyol剛 帽rsHy 回目

|2|ごi則|£|翼団ia|E|回 圃
工学研究科・工学部ホームページ酬 ~ 盟問軒町山."1¥1，，，1

質E
名古屋大学

Nagoya Universi 
Japan 

I'uro.d~~~iti品輸街智OL

匪冨匝函
11札明‘陪

:・ ?苦情?国特屋守否根A認!Uを!?き愉t帽判をE断E貯し温度 BιEpt紛~~~~:::

穴掌のaa，，l畏Eの"メRゥSセ自ー更ジ腕}3k写の沿革や緒績についての愉腿
穴当F穴名写古慨屋寄3史へ学のて入今掌ぴ案た内い入慢の。ため(6のR削1S58夏鮪}

"，:s.容認忍探車協同きれリンク
牢笠の活.動ラブ{阻活時動EやM牢害生n岨τ人いのまWすW.W}珂』ジへのリンヲ
ヰ守ンパ，，)!f在地連絡先方ンライン悶い含ねゼ
公開揖虚字合但しむの軍内(S，E!58A斬)

名古屋大前向車専用

: 認TJ両県t~納期語、品明lî"M
L岨1m剖 d凶，.. 皿19182018J宮TI'喝

I耐ゆ!Jllt・J<1. 

口 Iletscooe Gre<lullteSd咽 1I!託制副司f(，可Ineen咽 N"司，1加川同'" 回目

lzlz|旦||£|E|長|品川 園 園
岨 l町 n""""伺舟，111>11，同時四叫門輔が問t時".1IIm! 1 
工学部

. 
-1ft写室町工学科
応用化牢コーz骨子ft牢工掌ヨ』ス，主拘・憧工宰2・z

• n ，咽工~U
何H工竿ヨーA.A開咽ヨ』λ量干エ材ギー工学2・2

.m電R電子惜碍工芋"
電視電手工寧コーZ 幅値工寧コース

."'8蝿."重工牢科
.縄:::.o=-..，.J.工牢2 喧 λ 電子S範工学::l-::¥.lt空宇宙工字コース

• v;!会事縄工写“
祉舎宮本工写コース直員牢ョー，

工学寄圃・J!
It射圃安全管理室
間通セ ユ，~ -

:務長甥官?巧
- 研スンンン克タタター也ンター
-・・. 守ー・ 2 セ4セ牟z 』-ーラポラtリー

図 名古量:判 h

司

-喝・明恒国'喝陶圃佳圃置句H ・'.
' 

'快' "・

工学研究科・ 工学部の研究 ・教育、所属専

攻や関連セ ン ターに関するさらに詳し~"情報

は、インターネット何川TW)を通じて見ること

ができます。URLアドレスは

工学研究科 ・工学部:

http://nuis.nuie.nagoya-u.ac.jp/ eng/index.h tml 

です。

また、上記ホームぺージからは、教授要目

(シラパス)、所属専.攻、関連センターへのリ

ンクが張られていますので、それぞれについ

てさらに詳しい情報を得る乙とができます。

名古屋大学工学部懇話会
「高校に期待すること、大学に期待すること」

平成10年12月11日、愛知、岐阜、三重、静岡の約

60校の高校の先生方と工学研究科教官の閣で表記の題目

でパネル討論会が開かれた。高校側の参加者はおよそ90

名であった。河合塾からもパネラーとして参加して頂い

た。高校側からは、新しい教科指導の試みの報告、推薦

入学の是非を問う質問芯どが出された。また、高校と大

学との閏のネットワークの整備も提案された。大学側か

らは、高校と大学との信頼関係の重要性の指摘がなされ

た。米国の中等教育の特徴も報告され興昧を引いた。予

定時間を超える意見交換が恕されており、それらが今後

なんらかの形で実を結ぶことを期待したい。

渡辺恭章君プログラムコンテスト優勝!!

英国マンチェスター大学が、世界で初めてプログラミ

ンク可能なコンビュータiBabyjを開発してから50年

になる。これを記念してこのコンピュータで動かすこと

のできる新しいプログラムを募集するコンテストが同大

学とブリティッシュカウンシルとの協力で行われた。こ

のコンテストで本学部電気電子・情報工学科の渡辺君の

作製したプログラムi3minutenoodie timer jが、世界

19ヶ国128人の応募作品のなかから第一位に選ばれ

た。

渡辺君は、小学2年生のころからパソコンに親しんで

おり、中学生の時にはプログラム言語 iCjをマスター

してしまっている。大学の同級生の闘では、プログラミ

ングに関して右にでるものがないという存在である。写

真はマンチェスター大学で複製されたlBabyjの前でイ

ンタビューをうける渡辺君。
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